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第
一
回
臨
時
会
が
、
5
月
1
9
日
か
ら
2
3
日
ま
で
、
会
期

五
日
間
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
臨
時
会
に
は
、
区
長
か
ら
工
事
請
負
契
約
十
二
件
と
区
長

が
専
決
し
た
区
税
条
例
改
正
一
件
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
企
｝

画
総
務
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
23
日
の
本
会
議
で
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。

　
2
3
日
に
は
、
常
任
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
し
い
委

員
を
選
任
、
議
長
・
副
議
長
・
議
員
選
出
監
査
委
員
な
ど
の
議
会
役

職
も
改
選
し
た
。
ま
た
、
三
つ
の
特
別
委
員
会
を
引
き
続
き
設
置
し
、

同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
委
員
を
選
任
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
各
委
員
会
の
構
成
は
裏
面
に
掲
載
ー

庵も，

私
し

鵡

醇
、

第
　　』
　　　　　　　　，　　　　　　　　，

　　　　　　　　し
　　　　　　　　甲
　　　　　　　　卜

　　　　　　　　［

　　　　　　　　、

燗■■■■■■■レ

呵
瞬
膨
袋
麟
議
灘
薦
灘
態
［

●
保
育
園
・
児
童
館
新
築
工
事
請
負
契
約
　
二
件

○
仮
称
西
弦
巻
保
育
園
　
八
七
五
〇
万
円
　
工
期

　
H
5
3
年
3
月
20
日

○
仮
称
若
林
児
童
館
　
八
六
九
〇
万
円
　
工
期
0

53

年
3
月
10
日

●
小
中
学
校
校
舎
・
体
育
館
増
改
築
工
事
請
負
契

約
　
五
件

○
池
尻
小
校
舎
増
築
　
七
八
二
〇
万
円
　
工
期
H

53

年
－
月
30
日

○
玉
川
小
校
舎
増
築
　
八
○
○
○
万
円
　
工
期
H

53

年
2
月
20
日

○
奥
沢
中
校
舎
増
築
　
一
億
四
八
二
〇
万
円
　
工

　
期
1
1
5
3
年
3
月
2
0
日

○
弦
巻
中
校
舎
・
体
育
館
増
改
築
　
一
億
九
二
五

　
〇
万
円
　
工
期
0
53
年
3
月
20
日

O
烏
山
中
校
舎
・
体
育
館
増
改
築
　
一
億
四
八
八

　
∂
方
円
　
工
期
H
53
年
3
月
1
5
日

●
世
田
谷
区
民
会
館
改
修
工
事
（
建
築
）
請
負
契
約

　
一
億
一
Q
O
O
万
円
　
工
期
1
1
5
2
年
9
月
30
日

－
機
械
室
増
築
と
天
井
な
ど
ホ
ー
ル
の
改
修
。議会役職を一斉に改選

●
下
水
道
枝
線
工
事
請
負
契
約
　
四
件

○
弦
巻
一
丁
目
、
位
田
谷
一
丁
目
付
近
　
一
億
五

　
八
O
O
万
円
　
工
期
H
53
年
2
月
16
日

○
代
田
四
丁
目
、
松
原
五
丁
目
付
近
　
　
一
億
四
六

　
〇
〇
万
円
　
工
期
H
53
年
2
月
1
6
日

○
赤
堤
二
丁
目
付
近
　
一
億
六
九
〇
〇
万
円
　
工

　
期
0
5
3
年
2
月
16
日

○
赤
堤
三
丁
目
付
近
　
一
億
三
一
六
O
万
円
　
工

　
期
目
5
3
年
2
月
16
日

●
区
税
条
例
改
正
の
専
決
処
分
報
告

－
改
正
点
は
、
障
害
者
な
ど
の
非
課
税
範
囲
を
広

げ
た
こ
と
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
方
法
を
一
部
変

え
た
こ
と
な
ど
。

●
議
長
・
副
議
長
選
挙

　
当
選
　
議
　
長
　
小
島
光
一
朗
（
自
民
）

　
　
　
　
副
議
長
　
田
中
　
陸
奥
（
共
産
）

●
議
員
選
出
監
査
委
員
の
選
任
同
意

　
高
橋
八
重
子
（
自
民
）
　
大
沢
孝
明
（
公
明
）

●
要
望
書
提
出
の
報
告
（
別
掲
）
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議
長
・
副
議
長
紹
介

舞
潔
瀞
鞭
謁
　
鷺
伍
ご

　
ク
ー
リ
ン
グ
タ
ワ
ー
の
騒
音
低
減
化
に
関
す
る

要
望
書

　
空
気
冷
房
機
器
が
、
そ
の
利
便
性
か
ら
広
く

普
及
し
、
住
宅
地
に
も
数
多
く
設
置
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
必
要
な
ク
ー
リ
ン
グ
タ
ワ
ー
か
ら

　
の
騒
音
が
、
静
か
な
環
境
地
域
で
は
近
隣
に
深

刻
な
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
多
い
。

　
政
府
は
、
こ
の
発
生
音
低
下
の
た
め
、
低
騒

音
機
器
の
開
発
に
努
め
、
販
売
者
・
取
付
工
事

者
に
対
し
、
設
置
時
に
外
部
へ
悪
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
指
導
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
5
月
11
日
提
出
　
5
月
19
日
議
会
報
告

通
産
大
臣
あ
て

‘
　
）　

ー
r

憾警雰擁

請
願
と
陳
情

　
2
3
日
の
本
会
議
で
、
み
な
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
請
願
・
陳
情
十
九
件
の
処
理
が
議
決
さ
れ
た
。

新
た
に
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
も
の
は
十
三
件
。

こ
れ
で
継
続
し
て
審
査
さ
れ
る
分
は
五
十
八
件
と

な
っ
た
。

O
審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

■
採
択
＋
二
件

◇
大
企
業
の
進
出
を
規
制
し
中
小
企
業
分
野
確
保

法
の
制
定
を
求
め
る
請
願

◇
暗
渠
排
水
設
置
に
関
す
る
請
願
（
千
歳
台
二
丁

目
21
付
近
）

※
選
挙
公
報
発
行
の
条
例
制
定
に
関
す
る
請
願

　
（
世
田
谷
区
長
お
よ
び
区
議
会
議
員
選
挙
）

※
玉
川
支
所
旧
庁
舎
跡
地
利
用
と
隣
接
地
買
収
に

関
す
る
請
願

※
世
田
谷
区
文
化
財
保
護
条
例
制
定
な
ら
び
に
区

史
編
さ
ん
事
業
継
続
に
つ
い
て
の
請
願

※
「
小
売
販
売
業
者
の
営
業
所
増
設
」
の
規
制
に

関
す
る
陳
情

※
区
民
施
設
建
設
に
関
す
る
請
願
（
玉
川
区
民
会

館
隣
地
）

※
家
族
会
へ
の
助
成
に
関
す
る
請
願

※
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
設
置
に
関
す
る
講
願
（
用
賀

地
域
）

※
溝
渠
の
改
善
整
備
に
関
す
る
講
願
（
祖
師
谷
五

丁
目
つ
り
が
ね
池
）

※
教
育
条
件
整
備
に
関
す
る
請
願

－
以
上
※
印
九
件
、
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ

た
い
。

◇
ク
ー
リ
ン
グ
タ
ワ
i
設
置
並
び
に
そ
の
規
制
に

つ
い
て
の
請
願
（
第
一
種
住
居
専
用
地
域
）

．
1
一
項
（
第
．
種
住
居
の
靖
地
域
で
の
設
置
禁
止
）
に
つ
い
て

は
願
意
に
沿
い
が
た
い
が
、
騒
音
低
減
化
の
技
術

開
発
の
指
導
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
に
要
望
書
を

提
出
す
る
。
二
項
（
法
的
処
置
が
と
ら
れ
る
ま
で
の
間
、
侃
量
．

使
用
時
間
等
を
区
が
規
制
を
強
化
す
る
）
に
つ
い
て
は
、
願

意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

璽
取
下
承
認
七
件

　
◇
マ
ン
シ
ョ
ン
兼
大
規
模
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
建
設

　
反
対
に
関
す
る
請
願
（
三
軒
茶
屋
田
園
ボ
ー
ル
跡

　
地
）

　
◇
大
資
本
ス
ー
パ
ー
の
規
制
に
関
す
る
請
願

　
◇
忠
実
屋
出
店
に
対
す
る
請
願
（
鳥
山
商
庸
街
）

　
◇
車
両
通
行
規
制
に
関
す
る
請
願
（
環
八
ガ
ス
タ

　
ン
ク
前
Φ
仙
川
）

　
◇
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願

　
（
奥
沢
五
丁
目
）
　
二
件

　
◇
九
階
建
マ
ン
シ
ョ
ン
建
築
反
対
等
に
関
す
る
請

　
願
（
桜
新
町
二
丁
目
4
）

O
新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

　
■
企
画
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
一
件

　
東
京
教
育
大
学
農
学
部
移
転
後
の
跡
地
利
用
に
関

　
す
る
陳
情
（
目
黒
区
駒
場
）

　
■
建
設
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
五
件

　
大
京
観
光
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
差
止
め
に
関
す
る
請

　
願
（
玉
川
三
丁
目
2
1
）

　
北
斗
ス
タ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請

　
願
（
上
馬
二
丁
目
2
7
）

　
失
対
就
労
者
越
盆
手
当
等
に
関
す
る
陳
情

　
児
童
公
園
設
置
に
関
す
る
請
願
（
玉
川
一
、
二
丁

　
目
）

　
第
二
馬
事
公
苑
ヒ
ミ
コ
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
関
す

　
る
請
願

　
■
文
教
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
一
件

　
介
添
員
増
加
に
関
す
る
請
願

　
■
交
通
対
策
特
別
委
員
会
へ
付
託
　
五
件

　
小
田
急
線
下
北
沢
地
区
拡
幅
工
事
に
関
す
る
請
願

　
小
田
急
線
地
下
化
に
関
す
る
陳
惜
（
豪
徳
寺
）

　
小
田
急
線
地
下
化
に
関
す
る
陳
情
（
梅
丘
）

　
小
田
急
線
地
下
化
に
関
す
る
陳
情
（
下
北
沢
）

　
都
営
バ
ス
路
線
廃
止
。
打
切
り
・
短
縮
反
対
に
関

す
る
請
願

　
■
下
水
道
促
進
特
別
委
員
会
へ
付
託
　
一
件

　
下
水
道
管
敷
設
に
関
す
る
請
願
（
砧
六
丁
目
）

㌧
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「

無
所
属
社
会
市
民
ク
ラ
ブ
」
を
結
成

拶
阿

　〔　三『」

常
任
委
員
会

｛
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
霞

　
　
　
　
旨

企
画
総
務
委
員
会

◎
小
山

0
斉
藤

荒
木

　
石
橋

　
浜
中

　
宮
田

　
山
口

菊
男
（
自
民
）

国
男
（
社
会
）

義
一
（
自
民
）

寛
祐
（
自
民
）

光
揚
（
自
民
）

玲
人
（
自
民
）

　
昭
（
自
民
）

甲
斐
円
治
郎
（
公
明
）

丸高山内迫
山橋崎藤田

参
雄
（
公
明
）

邦
雄
（
共
産
）

治
茂
（
共
産
）

　
忍
（
社
会
）

孝
夫
（
民
社
）

本
多
シ
ズ
エ
（
無
社
ク
）

区
民
厚
生
委
員
会

◎
秋
田
貞
文
公
明
）

O
土
橋
　
　
賀
（
自
民
）

　
石
井
健
太
郎
（
自
民
）

　
吉
良
　
孝
幸
（
自
民
）

大
　
千
代
子
（
自
民
）

高
橋
八
重
子
（
自
民
）

下高森三和
条木田井田

勉
（
公
明
）

勝
雄
（
共
産
V

キ
ミ
（
社
会
）

正
忠
（
民
竺

忠
雄
（
無
社
ク
）

環
境
衛
生
委
員
会

◎
中
田
　
史
郎
（
共
産
）

O
菅
田
　
昌
宏
（
自
民
）

　
五
十
畑
孝
司
（
自
民
）

佐笹中山金内
藤尾塚沢子山

武
次
（
自
民
）

静
夫
（
自
民
）

修
白
（
自
民
）

　
護
（
公
明
）

　
淑
（
共
産
）

正
男
（
社
会
）

建
設
委
員
会

◎
唐
沢
　
敏
美
（
社
会
）

O
原
　
　
秀
吉
（
自
民
V

顔
　
　
き
廓
呵
雪
ー
｝
，
㍗
レ

小
島
光
一
朗
（
自
民
）

小
山
　
雄
央
（
自
民
）

中
村
　
大
吉
（
自
民
）

平
山
　
八
郎
（
自
民
）

大
沢
　
孝
明
（
公
明
）

久
保
田
．
望
（
公
明
）

森
　
　
寿
（
共
産
）

谷
口
　
善
志
（
社
会
）

岸
本
千
代
子
（
無
社
ク
）

文
教
委
員
会

◎
山
科
　
芳
一
（
自
民
）

O
石
原
　
芳
雄
（
共
産
）

　
大
高
定
左
右
（
自
民
）

相田吉原内宍
沢中本田藤戸

鉄
男
（
自
民
）

義
雄
（
自
民
）

正
幸
（
自
民
）

保
寿
（
公
明
）

陸
奥
（
共
産
）

　
要
（
社
会
）

長
谷
川
七
郎
（
民
社
）

二〆一

特
別
委
員
会

交
通
対
策
委
員
会

◎
高
木
　
正
忠
（
民
社
）

O
原
田
　
正
幸
（
自
民
）

　
荒
木
　
義
二
自
民
）

　
石
井
健
太
郎
（
自
民
）

　
　
石
橋
　
寛
祐
（
自
民
）

　
　
金
子
　
静
夫
（
自
民
）

　
　
原
秀
吉
（
自
民
）

　
　
平
山
　
八
郎
（
自
民
）

、
　
山
沢
　
修
白
（
自
民
）

　
　
山
科
　
芳
文
自
民
）

　
　
大
沢
　
孝
明
（
公
明
）

　
　
迫
田
　
参
雄
（
公
明
）

　
　
久
保
田
　
望
（
公
明
V

　
　
石
原
　
芳
雄
（
共
産
）

　
　
中
田
　
史
郎
（
共
産
）

　
　
山
崎
　
治
茂
（
共
産
）

　
　
高
橋
　
　
忍
（
杜
会
）

　
　
谷
口
　
善
志
（
社
会
）

　
　
森
田
　
キ
ミ
（
社
会
）

本
多
シ
ズ
エ
（
無
杜
ク
）

特
別
区
制
調
査
委
員
会

◎
大
高
定
左
右
（
自
民
）

○
岸
本
千
代
子
（
無
社
ク
）

　
五
十
畑
孝
司
（
自
民
）

　
小
島
光
一
朗
（
自
民
）

　
小
山
　
菊
男
（
自
民
）

　
宍
戸
　
鉄
男
（
自
民
）

　
菅
田
　
昌
宏
（
自
民
）

　
宮
田
　
玲
人
（
自
民
）

　
山
口
　
昭
（
自
民
）

　
秋
田
　
貞
一
（
公
明
）

　
和
田
　
　
勉
（
公
明
）

　
田
中
　
陸
奥
（
共
産
）

　
三
井
　
勝
雄
（
共
産
）

　
相
沢
　
　
要
（
社
会
）

　
唐
沢
　
敏
美
（
杜
会
）

　
丸
山
　
孝
夫
（
民
社
）

下
水
道
促
進
委
員
会

◎
内
藤
　
義
雄
（
自
民
）

0
吉
本
　
保
寿
（
公
明
）

内
山
　
武
次
（
自
民
）

吉
良
　
孝
幸
（
自
民
）

小
山
　
雄
央
（
自
民
）

大
　
千
代
子
（
自
民
）

高
橋
八
重
子
（
自
民
）

土
橋
　
　
賀
（
自
民
）

中
村
　
大
吉
（
自
民
）

浜
中
　
光
揚
（
自
民
）

甲
斐
円
治
郎
（
公
明
）

佐斉森内笹中
藤藤　藤尾塚
正国　邦
男男寿雄淑護
社社共共共公
会会産産産明

長
谷
川
七
郎
（
民
社
）

下
条
　
忠
雄
（
無
社
ク
）

◎
1
1
委
員
長

0
1
1
副
委
員
長

党派別議員名簿　羅贈翻調齢
自由民主党縛砥藁ち，・，．．，　、．ハ．、、槻9　　．）！

氏　　名　1　　　住　　　　　所　　　　　電　　話
荒木義…・桜上水一丁目1－7－102　　　302－7485
石井健太郎1砧五丁目15－23　　　　　　：416－0920
石橋寛祐1桜三丁目9－2　　　　　　　　426－0447
五十畑孝司1経堂一丁目11－4　　　　　　、429－0239
内山武次・上馬四丁目27－11　　　　　：422－1940
大高定左右・上馬四丁目20－8　　　　　　1414－0622
金子静夫1下馬三丁目28－5　　　　　　421－1630
吉良孝幸1若林五丁目8－6　　　　　　　，413－4691
小島光一一朗：代田六丁目34－23　　　　　　468－1733
小山雄央：代田六丁目17－8　　　　　　：468－2816・420ー271賂

小山菊男：北烏山九丁目3－30　　　　　　　300－5732
宍戸鉄男：松原三丁目29－18　　　　　　325－0555
菅田昌宏・等々力三丁目6－9　　　　　　　704－3808
大　モ代子：駒沢四丁目15－20　　　　　：421－1383
高布喬八．重予：イ　沢三丁目25－4　　　　　　　　　：413－5871

七橋　　賀1太子堂二丁目7－8　　　　　1421－7198
内藤義厨E：世田谷一一丁目23－15　　　　　　　　：426－5151

中村大吉1下馬一一丁目33－2　　　　　　：424－3217
浜中光揚・船橋四丁目28－15　　　　　1484－3314
原　　　秀デfl．L里予「色一・一r目25－8　　　　　　　　　　703－2506

原田正幸・奥沢三丁目12－7　　　　　　720－2576
’r山八郎：祖師谷二丁目5－33－305　　　、482－5700

宮田玲人1羽根木二丁目5－23　　　　　　321－2171
山口　　昭：等々力二丁目19－120Kビル301：704－5060
山沢修白：桜新町一一丁目14－20　　　　　　　429－5935

山科芳一：瀬田四丁目10－3　　　　　　　700－0212
公明党『鷺入『””一一　　　ーヤ冒v　　　　、ノ．㌃．
孝火　匠］　ジミ　ー　・里♪沙ミ［1q『」’目8－25　　　　　　　　　　　　　　424－9377

大沢孝明1北沢二丁目40－9　　　　　　：469－0〔）15
甲斐円治郎：北鳥山一丁目52－10　　　　　307－2188
久保田　望：太子堂四丁目30－16　　　　　：411－2373

迫田参雄：桜二丁目18－32　　　　　　　1425－2265
「｝1　塚　　　　1言蔓　：、lilII　PH－r目　18－3　　　　　　　　　　　　　　　　709－1909

吉本保寿：大蔵liT目4－25－503　　　　417－3862
和田　　勉：奥沢七丁目24－20　　　　　　704－3395
目本共産党㌧8人
イf　原　芳　左住　1　奥7／くま三J一目8－6　　　　　　　　　　　　　　　727－0468

笹尾　　淑：南烏山二丁目8－1－1012　　　308－2413
田中陸奥：弦巻…丁目20－17　　　　　　429－6704
r勺藤タB雄1一丁プ茂台二丁目！2－24　　　　　　　　、484－2772
rll　LH　史　良［～　：菊㌃田∫．二一r目32－5　　　　　　　　　　　　　：428－0828

、、井勝雄：船僑五丁目17－7－108　　　　303－5834
森　　　寿1太子堂四丁目4－8　　　　　1411－9494
山崎治茂・t赤堤．三丁目31－15　　　　　　321－0597

l目・本社会党㌧ゴ「人、

相沢　　要：南烏山四Tl］12－7　　　　　300－7211
唐沢敏美：奥沢．三丁目27－11　　　　　　727－2950
斉藤国男1池尻四丁目23－11　　　　　　1413－5018

｛左　藤　iI三　与3　1＿【ヒ？尺レq 丁一目20－15　　　　　　　　　　　　　468－2388

i台三名爵　　　　忍　・rい田∫ゴ五コ9目9－1－1〔）9　　　　　　　　　　704－2528

谷　［］　善　、占　・斗ヒ瓦む山三こTL｛21－3　　　　　　　　　　　　　30Q－807〔）

森田キ　ミ：上祖師谷一・丁目34－13　　　　　300－4803
民一1党乎二3湘，・．、、以　　　一い

一
．
に
，

一　一トー門

高禾 iE忠1砧二丁目21－10－509　　　　1417－5220
長谷川七郎・上用賀 一丁目6－14－221　　　700－9625
丸山孝夫i太子堂三丁目18－2　　　　　　422－8882
撫所属社会市民｛2ラヲ㍉、ζ訊だ　　　　、詫’∫、

岸本千代子1宮坂一丁目21－10　　　　　、420－3030
下条忠雄：壬歳台二丁目14－15　　　　：482－0033
本多シズエ1砧三丁目31－26　　　　　　　　　　415－3053

㊦
④

文
・
桜
井
正
信

絵
・
阿
伊
染
徳
美

貝
と
り
娘
と

お
不
動
様
の
お
使
い

⑲
面
㊤
㊧
■
．
　
⑲

夢
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
・
窪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

　
　
　
　
　
　
　
蒜
》
，
．

、
『総

國悲

　
玉
川
に
沿
っ
た
村
里
で
は
、
春
か
ら
夏
に
か

け
て
、
え
た
い
の
知
れ
な
い
病
が
は
や
っ
て
き

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
う
し
ん

　
村
は
ず
れ
の
地
蔵
様
や
悪
病
払
い
の
庚
申
様

は
、
こ
の
と
き
ば
か
り
は
供
物
が
山
と
な
り
、

村
人
総
出
で
神
だ
の
み
で
し
た
。

　
ひ
と
り
娘
の
キ
ヌ
の
家
で
も
、
働
き
ざ
か
り

の
母
が
、
病
で
か
ら
だ
が
黄
色
に
染
ま
り
、
熱

で
う
か
さ
れ
、
床
に
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
父
は
、
三
年
前
、
こ
れ
と
お
な
じ
病
で
急
死

し
て
い
る
の
で
す
。
母
ひ
と
り
、
娘
ひ
と
り
の

家
で
す
か
ら
、
母
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ
て

は
と
、
キ
ヌ
は
良
薬
を
求
め
て
八
方
さ
が
し
ま

し
た
。

　
き
ょ
う
も
目
黒
村
で
、
こ
の
病
に
き
く
と
い

う
薬
を
買
っ
て
の
帰
り
み
ち
、
村
に
入
っ
た
と

こ
ろ
で
、
ひ
と
り
の
少
年
に
呼
ぴ
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
秘
薬
の
あ
り
か
を
教
え
て
く
れ
る
と
、

親
切
に
案
内
を
す
る
の
で
す
。

　
キ
ヌ
の
家
と
は
反
対
に
、
丘
を
く
だ
っ
て
、

流
れ
の
美
し
い
矢
沢
川
の
川
下
に
で
ま
し
た
。

清
水
の
な
か
に
、
つ
ぶ
ら
な
シ
ジ
、
・
、
が
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。
少
年
は
、
こ
の
シ
ジ
ミ
の
円
み

の
も
の
を
よ
り
わ
け
て
、
キ
ヌ
の
袖
に
入
れ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
「
母
上
に
、
朝
・
昼
・
晩
と
こ
の
シ
ジ
ミ
の

　
　
煮
汁
を
飲
ま
せ
る
ー
そ
う
す
れ
ば
必
ず
快

　
　
方
に
む
か
う
」

　
そ
う
い
っ
て
、
キ
ヌ
を
家
ま
で
送
る
と
、
い

つ
の
ま
に
か
姿
を
消
し
た
の
で
す
。

　
キ
ヌ
は
い
わ
れ
る
ま
ま
に
、
そ
れ
か
ら
は
川

で
シ
ジ
ミ
を
と
り
、
母
に
煮
汁
を
飲
ま
せ
ま
す

と
、
そ
の
翌
日
か
ら
別
人
の
よ
う
に
元
気
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
家
に
再
び
笑
顔
が
も
ど
っ

て
き
た
の
で
す
。

　
「
黄
色
い
病
は
難
病
と
聞
く
が
、
そ
の
良
薬

　
　
は
ど
こ
か
ら
買
っ
て
き
た
ー
お
い
ら
に
も

　
　
分
け
て
く
れ
ろ
ー
」

　
玉
川
に
沿
っ
た
よ
そ
の
村
の
ひ
と
た
ち
も
、

キ
ヌ
に
秘
薬
の
話
を
き
き
に
集
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
キ
ヌ
は
、
だ
れ
に
で
も
わ
け
へ
だ
て
な
く

矢
沢
川
の
シ
ジ
ミ
を
教
え
て
や
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
は
、
こ
の
地
方
に
は
難
病
が
は
や
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。

※
矢
沢
川
目
現
在
の
谷
沢
川
（
士
地
の
人
は
や
ざ
川
と
い

う
）
。
区
の
名
所
「
等
々
力
渓
谷
」
に
流
れ
る
川
で
、
全
長

一
一
八
○
○
麟
の
一
級
河
川
。

姉妹都市（宥忽姉）からお客さま

　さる4月30日、カナダ・ウィニペク市から、市議・中学生など18人が

区議会を訪れました。ウィニペク市とは、45年の9月議会で“姉妹者肺

提携”を議夫してから、区議会も交流を深めています。

○
新
し
い
施
設
を
つ
く
る
に
は
、
一
ぺ
ー
ジ
の
よ

う
に
多
額
の
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
利
用
す
る
人

た
ち
み
ん
な
が
、
大
切
に
す
る
心
が
け
を
持
ち
た

い
も
の
で
す
。

○
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
一
新
さ
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
の
身
近
な
問
題
、
難
し
い
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。
各
委
員
の
奮
闘
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

0
7
月
に
は
、
参
議
院
・
都
議
会
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
ま
す
。
そ
の
影
響
で
、
6
月
議
会
は
本
紙
発

行
ま
で
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
も
よ
う
は
、
．

で
き
る
だ
け
早
く
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
請
願
の
こ
と
や
傍
聴
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
、

区
議
会
事
務
局
（
四
一
二
）
一
一
一
一
、
内
線
鵬

～
鵬
へ
ど
う
ぞ
。
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